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 研究施設が地域社会に対して行う活動をアウトリーチという．

 研究に参加している集団を対象とした活動，それを超えた地域社
会を対象とした活動がある．

 米国NIHに助成される研究機関Alzheimer’s Disease Centerには，教
育・アウトリーチを担当する部門を設けることが必須要件．

 臨床研究の場が地域社会へ啓蒙（教育）を行うことは，地域住民
の研究への協力につながる．

米国における研究とアウトリーチ活動

研究に参加
している集団

被験者個人

地域社会



Knight Alzheimer’s Disease Research Center
Washington University in St. Louis
Department of Neurology



Knight ADRCの特徴
 国の大型研究助成を4つ受け，3つのコホート研究を施行．

 約900人の被験者を抱える．原則年1回評価に来訪．

 約2/3が認知機能正常な健常者．

 完全に研究の場としての位置づけ．医療の提供は行わない．

 研究で施行した検査は，被験者さんに個別の結果を返さない．

被験者さんへの結果の返却なし
希望があれば，
かかりつけ医に手紙



 3つの研究毎に年1回被験者ミーティングに招待

- 研究の最新の成果を報告

- 手順，被験者の負担に関する疑問の解消

- 関連した研究への勧誘

- 被験者同士の交流の場としての意義

 年4回最新の研究成果を報告するニュースレターを送付

 その他にホリデーカードなど

Knight ADRCの被験者さんとのコミュニケーション



Memory & Aging Project Participant Meeting 
（5/30/2015）
300人以上の被験者・家族が参加



Adult Children Study Participant Meeting 
（10/10/2015）

被験者さんから心理的に抵抗の大きい検査や献脳について，参加していただく
ことで何がわかるのか，科学的な重要性を説明．



家族性ADの家族会には，世界中から被験

者・家族が集結．同じ悩みを抱える家族同
士の交流会として非常に有意義．非常に熱
狂的であった．



 3つの研究毎に年1回被験者ミーティングに招待

 年2回研究成果を報告するニュースレターを送付

 その他にホリデーカードなど

Knight ADRCの被験者さんとのコミュニケーション



Knight ADRCの地域社会への啓蒙活動
 Knight ADRCとしては，地域住民向けの認知症講座コース，地域の

医師向けの教育プログラム，認知症患者と医学生をペアにしたプ
ログラムを開催

 アルツハイマー協会支部主催の地域住民向けの講演会

 Knight ADRC，アルツハイマー協会，NIAが作成した様々な教育資
材の配布



アルツハイマー協会
 全米に支部があり，患者や家族のケアやサポートを含め，地域社会
へのアウトリーチの中心的存在．

 患者・家族，医療従事者を含め，様々なレベルの情報・教育を提供．

 寄付の受け入れ窓口にもなっており，研究への助成も行う．

WalkイベントはADの認知度の向上に
役立っている．



日本の課題－まず，正しく「知る」場を作る

 AD，認知症であることを隠したい患者・家族が多い．

 研究の情報を正しく知る機会がなく，研究参加に対して自分個人
への利益を意図しがちである．

 正しい知識を学び，関心を持つことは，患者・患者家族として病気
と闘うため，さらに，「共に病気と闘う」≒「社会として病気を克服す
るために自分個人が何ができるか考える」ための第一歩．

 一般大衆向けの教育の機会を増やしたい．


